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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

第50期
第３四半期連結
会計期間

第49期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 36,751,99835,102,12412,390,11212,344,57846,348,368

経常利益（千円） 1,148,7701,078,565437,126 564,3481,031,876

四半期（当期）純利益（千円） 553,697 486,112 260,697 333,728 464,272

純資産額（千円） － － 8,130,6698,378,1838,068,682

総資産額（千円） － － 37,923,26339,566,29235,830,954

１株当たり純資産額（円） － － 594.06 612.31 589.57

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
40.46 35.52 19.05 24.39 33.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 21.4 21.2 22.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,936,8743,920,314 － － 516,503

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△470,315△13,135 － － △404,882

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△491,035△936,206 － － △2,098

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,141,7644,234,5831,273,917

従業員数（人） － － 535 535 526

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 535 (825)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除いております。なお、グループ外から当社グ

ループへの出向者はおりません。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含みアルバイト、人材会

社からの派遣社員は除いております。）は（ ）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員（１日8.0時間換

算）を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 438 (625)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除いております。なお、社外から当社への出向者はおりませ

ん。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含みアルバイト、人材会社からの派遣社員は除いてお

ります。）は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員（１日8.0時間換算）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、ホームセンター事業を主たる事業としているため、生産及び受注の状況は記載しておりません。

販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

ホームセンター事業（千円） 11,313,860 －

専門店事業（千円） 846,855 －

報告セグメント計（千円） 12,160,715 －

その他（千円） 183,862 －

合計（千円） 12,344,578 －

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　２．記載金額には消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

（１）経営成績の分析　

　当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、企業収益に改善の動きがみられるものの、雇用情勢は失業率

が依然として高水準にあるなど厳しい状況にあり、足踏み状態が続いております。

　ホームセンター業界におきましては、市場は飽和状態にあり、競合他社との競争はより一層激化しております。

　このような状況の中、当社グループは、「お客様の来店促進」「営業第一優先」を基本的目標に、「お客様に喜

んでいただける店」の実現に向け、お客様のニーズに合った魅力ある売場づくりを推進すべく、取扱商品・サー

ビスの見直しに取り組みました。

　出店状況につきましては、平成22年11月に、アウトドアショップ「ＳＷＥＮヒルズウォーク徳重店」（愛知県名

古屋市緑区）をオープンいたしました。当出店により専門店店舗は17店舗となりました。　

　商品政策としましては、環境に配慮したエコ商品を重点的に取扱い、販売強化に努めてまいりました。また消耗

品を中心としたバンドル販売の取扱いを強化し、お客様の購入単価向上を図りました。

　以上の結果、売上高は12,344百万円（前年同期比0.4％減）となりました。

　利益につきましては、すべての経費項目を見直し、徹底した削減に努めた結果、営業利益は681百万円（同32.1％

増）経常利益は564百万円（同29.1％増）四半期純利益は333百万円（同28.0％増）となりました。

　

（２）財政状態の分析　

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、39,566百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,735百万円の

増加となりました。これは現金及び預金の増加2,960百万円及び建設仮勘定の増加1,212百万円によるものであり

ます。

　負債合計は、31,188百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,425百万円の増加となりました。これは支払手形及

び買掛金の増加2,603百万円、長短借入金の減少1,453百万円、流動負債のその他に含まれております設備支払手

形の増加1,062百万円、固定負債のその他に含まれておりますリース債務の増加808百万円によるものでありま

す。

　純資産合計は、8,378百万円となり前連結会計年度末に比べ309百万円の増加となりました。これは利益剰余金の

増加349百万円及びその他有価証券評価差額金の減少38百万円によるものであります。当第３四半期連結会計期

間末における自己資本比率は、21.2％となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動による収入

1,726百万円、投資活動による支出251百万円、財務活動による収入936百万円の結果、前四半期連結会計期間末に

比べ2,406百万円増加し、4,234百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、1,726百万円（前年同期比492百万円の収入増）となりました。この主な要因

は、税金等調整前四半期純利益547百万円、たな卸資産の増加額483百万円、仕入債務の増加額1,699百万円による

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、251百万円（前年同期比226百万円の支出減）となりました。この主な要因は、

有形固定資産の取得による支出362百万円、その他に含まれております預り保証金の預りによる収入97百万円に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、936百万円（前年同期比40百万円の収入増）となりました。この主な要因は、短

期借入金の純減少額626百万円、長期借入れによる収入1,921百万円、長期借入金の返済による支出211百万円、

リース債務の返済による支出84百万円によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社エンチョー(E03109)

四半期報告書

 5/27



（４）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動　

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設等につ

いての重要な変更は次のとおりであります。

新規出店

　専門店事業において、前四半期連結会計期間末に計画しておりましたＳＷＥＮヒルズウォーク徳重店は、平成22年

11月に完了し、同月より営業しております。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,714,995 13,714,995

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 13,714,995 13,714,995 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 13,714,995 － 2,902,954 － 3,435,559

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        29,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式    13,624,000 13,624 －

単元未満株式 普通株式    　  61,995 － －

発行済株式総数 13,714,995 － －

総株主の議決権 － 13,624 －

 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％）

株式会社エンチョー
静岡県富士市中央
町２丁目12番12号

29,000 － 29,000 0.21

計 － 29,000 － 29,000 0.21

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は32,055株であります。

　 

２【株価の推移】

　　【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

平成22年
５月

平成22年
６月

平成22年
７月

平成22年
８月

平成22年
９月

平成22年
10月

平成22年
11月

平成22年
12月

最高（円） 440 444 445 462 475 480 500 504 550

最低（円） 422 428 431 429 435 442 462 452 487

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,504,583 1,543,917

受取手形及び売掛金 912,019 620,130

商品 8,471,448 8,438,337

仕掛品 27,900 11,472

貯蔵品 8,848 7,931

繰延税金資産 83,408 174,840

その他 401,767 509,984

貸倒引当金 △11,697 △11,105

流動資産合計 14,398,277 11,295,509

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,317,154

※1
 5,516,634

土地 11,638,683 11,638,683

建設仮勘定 1,296,519 84,071

その他（純額） ※1
 561,546

※1
 410,050

有形固定資産合計 18,813,903 17,649,439

無形固定資産 93,806 92,826

投資その他の資産

投資有価証券 721,106 782,300

長期貸付金 1,629,088 1,515,598

敷金及び保証金 2,822,676 3,095,207

繰延税金資産 465,653 403,063

その他 701,913 1,083,888

貸倒引当金 △80,133 △86,878

投資その他の資産合計 6,260,305 6,793,179

固定資産合計 25,168,014 24,535,445

資産合計 39,566,292 35,830,954

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,691,374 6,087,392

短期借入金 3,996,656 10,793,940

未払法人税等 301,678 64,982

その他 ※3
 3,851,291 2,017,605

流動負債合計 16,841,000 18,963,921

固定負債

社債 670,400 1,492,000

長期借入金 10,621,369 5,277,894

退職給付引当金 809,292 776,226

資産除去債務 117,862 －

その他 2,128,184 1,252,230

固定負債合計 14,347,108 8,798,351

負債合計 31,188,109 27,762,272
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,902,954 2,902,954

資本剰余金 3,435,559 3,435,559

利益剰余金 2,046,280 1,697,024

自己株式 △14,124 △12,733

株主資本合計 8,370,668 8,022,804

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,514 45,877

評価・換算差額等合計 7,514 45,877

純資産合計 8,378,183 8,068,682

負債純資産合計 39,566,292 35,830,954
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 36,751,998 35,102,124

売上原価 26,343,952 25,100,393

売上総利益 10,408,046 10,001,731

営業収入 300,251 326,502

営業総利益 10,708,297 10,328,234

販売費及び一般管理費 ※
 9,296,298

※
 8,921,069

営業利益 1,411,999 1,407,164

営業外収益

受取利息 34,495 30,383

受取配当金 8,456 10,380

その他 18,733 27,333

営業外収益合計 61,685 68,097

営業外費用

支払利息 239,486 225,695

シンジケートローン手数料 － 125,566

その他 85,427 45,435

営業外費用合計 324,914 396,696

経常利益 1,148,770 1,078,565

特別損失

減損損失 58,010 150,212

店舗移転損失 41,449 －

店舗閉鎖損失 － 8,475

出店計画中止損失 － 8,080

投資有価証券評価損 736 －

関係会社整理損失引当金繰入額 43,665 －

役員退職慰労金 70,260 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61,295

災害による損失 4,610 －

特別損失合計 218,730 228,063

税金等調整前四半期純利益 930,039 850,502

法人税、住民税及び事業税 69,650 311,312

法人税等調整額 306,692 53,076

法人税等合計 376,342 364,389

少数株主損益調整前四半期純利益 － 486,112

四半期純利益 553,697 486,112
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 12,390,112 12,344,578

売上原価 8,972,317 8,885,334

売上総利益 3,417,794 3,459,244

営業収入 102,610 111,036

営業総利益 3,520,405 3,570,281

販売費及び一般管理費 ※
 3,004,874

※
 2,889,043

営業利益 515,530 681,237

営業外収益

受取利息 11,610 10,843

受取配当金 3,362 3,795

その他 3,683 3,483

営業外収益合計 18,657 18,122

営業外費用

支払利息 79,079 75,928

シンジケートローン手数料 － 47,655

為替差損 7,524 7,115

その他 10,457 4,312

営業外費用合計 97,061 135,011

経常利益 437,126 564,348

特別損失

店舗閉鎖損失 － 8,475

出店計画中止損失 － 8,080

特別損失合計 － 16,555

税金等調整前四半期純利益 437,126 547,792

法人税、住民税及び事業税 20,484 142,957

法人税等調整額 155,945 71,106

法人税等合計 176,429 214,064

少数株主損益調整前四半期純利益 － 333,728

四半期純利益 260,697 333,728
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 930,039 850,502

減価償却費 368,067 376,022

減損損失 58,010 150,212

店舗移転損失 41,449 －

店舗閉鎖損失 － 8,475

出店計画中止損失 － 8,080

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,828 △6,152

退職給付引当金の増減額（△は減少） △61,532 33,065

長期未払金の増減額（△は減少） △713,990 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61,295

受取利息及び受取配当金 △42,952 △40,764

支払利息 239,486 225,695

為替差損益（△は益） 7,980 10,307

有形固定資産除却損 14,487 2,660

売上債権の増減額（△は増加） △231,134 △296,812

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,450 △50,455

仕入債務の増減額（△は減少） 2,170,087 2,609,228

未払消費税等の増減額（△は減少） △30,602 109,559

その他 324,437 80,939

小計 3,073,213 4,131,859

利息及び配当金の受取額 18,946 18,457

利息の支払額 △192,886 △176,156

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 37,601 △53,844

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,936,874 3,920,314

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △270,000 －

定期預金の払戻による収入 750,000 350,000

有形固定資産の取得による支出 △1,148,565 △459,939

投資有価証券の取得による支出 △12,283 △591

敷金及び保証金の差入による支出 △73,267 △113,277

敷金及び保証金の回収による収入 154,159 158,743

その他 129,641 51,929

投資活動によるキャッシュ・フロー △470,315 △13,135
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △640,000 △3,556,000

長期借入れによる収入 1,179,868 2,726,466

長期借入金の返済による支出 △603,568 △626,231

社債の償還による支出 △161,600 △96,600

セール・アンド・リースバックによる収入 － 943,089

リース債務の返済による支出 △71,848 △161,029

長期未払金の返済による支出 △32,618 △33,717

自己株式の増減額（△は増加） △123 △1,391

配当金の支払額 △161,144 △130,791

財務活動によるキャッシュ・フロー △491,035 △936,206

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,980 △10,307

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,967,543 2,960,666

現金及び現金同等物の期首残高 1,174,221 1,273,917

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,141,764

※
 4,234,583
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事

項の変更

（1）連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社テルウェルホームセ

ンターは清算結了により連結の範囲から除外しましたが、清算結了までの財務諸表は連

結しております。

（2）変更後の連結子会社の数　

　４社

２．会計処理基準に関する

事項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ4,959千円減少し税金等調整前四半期純利

益は、66,255千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は115,194千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

２．前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「シンジケートロー

ン手数料」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとし

ました。なお、前第３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「シンジケートローン手数料」

33,230千円であります。　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「シンジケートロー

ン手数料」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとし

ました。なお、前第３四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「シンジケートローン手数料」は

5,944千円であります。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し、第２四半期連結会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法

により算定する方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．経過勘定項目の算定方法 　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目を重要なものに

限定する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、9,296,269千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、8,922,817千円で

あります。

　２　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

　２　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

(会社名) (金額)  

㈲ＴＨエンタープライズ 270,000千円 

計 270,000 

(会社名) (金額)  

㈲ＴＨエンタープライズ 270,000千円 

計 270,000 

※３　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理をしております。なお、当第３四半期連

結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の

四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末残高に含まれております。

設備支払手形（流動負債のその

他）
1,059,586千円 

※３　　　　　　　─────────
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 11,828千円

従業員給料手当 3,371,393 

退職給付費用 99,106 

賃借料 1,939,059 

従業員給料手当 3,205,584千円 

退職給付費用 192,665 

賃借料 1,856,129 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 576千円

従業員給料手当 1,125,041 

退職給付費用 33,096 

賃借料 634,456 

貸倒引当金繰入額 264千円

従業員給料手当 1,067,930 

退職給付費用 64,282 

賃借料 626,662 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,411,764千円　

預入期間が３か月を超える

定期預金
△270,000　

現金及び現金同等物 3,141,764 

 

現金及び預金勘定 4,504,583千円　

預入期間が３か月を超える

定期預金
△270,000　

現金及び現金同等物 4,234,583 

 

 　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　13,714,995株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　32,055株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。
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４．配当に関する事項

 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月24日

取締役会
普通株式 68,429 　5.00 平成22年３月31日 平成22年６月23日利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 68,427 5.00 平成22年９月30日 平成22年12月６日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　ホームセンター事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、取り扱う商品・サービス別のセグメントから構成されており、「ホームセンター事業」及び

「専門店事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「ホームセンター事業」は住関連商品を販売する事業を展開しております。「専門店事業」は住関連商品の

なかでもアウトドア用品、ホームファッション用品を専門的に取り扱い販売する事業を展開しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

(単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

ホームセン
ター事業

専門店
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 32,053,1262,461,06134,514,187587,93735,102,124 － 35,102,124

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － 2,339,3942,339,394△2,339,394 －

計 32,053,1262,461,06134,514,1872,927,33137,441,519△2,339,39435,102,124

セグメント利益 970,452111,7861,082,238202,0601,284,299122,8651,407,164
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当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

(単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

ホームセン
ター事業

専門店
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 11,313,860846,85512,160,715183,86212,344,578 － 12,344,578

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － 876,561876,561△876,561 －

計 11,313,860846,85512,160,7151,060,42313,221,139△876,56112,344,578

セグメント利益 546,461 43,822 590,284 64,949 655,233 26,004 681,237

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材卸売事業及び情報処理・プロ

グラム開発事業等を含んでおります。　

　

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 当第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結会計期間

セグメント間取引消去 3,960 △1,202

全社費用の配賦額の予算実績差異 118,904 27,206

合計 122,865 26,004

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　下記科目は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい

変動が認められます。
 

科目
四半期連結貸借対照
表計上額（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 4,504,583 4,504,583 －

(2）支払手形及び買掛金 8,691,374 8,691,374 －

(3）短期借入金 2,439,000 2,439,000 －

(4）長期借入金（※1） 12,046,406　 12,079,960　 33,554　

(5）デリバティブ取引（※2） 　 　 　

　ヘッジ取引が適用されているも

の
－ (60,133) (60,133)

　
(※1)１年以内返済予定の長期借入金を含んでおります。また、当該金額は金融商品相当額のみを表示しております。

(※2)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては（ ）で示しております。
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（注） 金融商品の時価の算定方法

(1）現金及び預金、及び（2）支払手形及び買掛金、並びに（3）短期借入金

　これらは短期間で決済されるため時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(4）長期借入金

　長期借入金の時価については元利金の合計額を当該借入金の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割

り引いた現在価値により算定しております。

(5）デリバティブ取引

　取引先金融機関等から提示された価額等に基づき算定しております。

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　　

（資産除去債務関係）

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。　

（注）第１四半期連結会計期間から、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しているため、第１四半期連結会計期間の期首における残高を前連結会計年度の末日における残

高としております。

　

　

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 612.31円 １株当たり純資産額 589.57円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 40.46円 １株当たり四半期純利益金額 35.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 553,697 486,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 553,697 486,112

期中平均株式数（千株） 13,686 13,685

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19.05円 １株当たり四半期純利益金額 24.39円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 260,697 333,728

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 260,697 333,728

期中平均株式数（千株） 13,686 13,684

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計

年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

株式会社エンチョー(E03109)

四半期報告書

23/27



２【その他】

　第50期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年10月29日開催の取締役会に

おいて、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

（１）中間配当金の総額　　　総額68,427千円

（２）１株当たり配当額　　　　　　 ５円00銭

（３）効力発生日　　　 　　平成22年12月６日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月12日

株式会社エンチョー

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　正一郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大和　哲夫　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エンチョー

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エンチョー及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月10日

株式会社エンチョー

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　正一郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大和　哲夫　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エンチョー

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エンチョー及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連

結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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